
本
牧
埠
頭
辺
り
か
ら
港

の
見
え
る
丘
を
見
上
げ
る

と
展
望
台
が
見
え
る
。
そ

こ
か
ら
港
が
一
望
で
き
る
。

展
望
台
後
方
の
建
物
は

レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
、

宿
泊
施
設
。

右
側
に
鉄
塔
が
あ
り
、

木
の
陰
に
は
東
洋
信
号
通

信
社
の
建
物
が
あ
る
。

無
線
は
余
り
使
え
な
か
っ

た
一
九
三
〇
年
頃
、
船
の

入
出
港
を
こ
こ
で
見
て
い

て｢

○
×
△
丸
入
港｣

と
関

係
者
に
伝
え
た
。
船
か
ら

は
国
際
的
に
決
め
ら
れ
た

旗
で｢

水
先
案
内
人
を
求

む｣

等
、
旗
で
合
図
。
す

ぐ
了
解
の
旗
を
掲
げ
手
配

す
る
。
又
、
船
に
錨
を
降

ろ
す
場
所
を
旗
で
指
示
し

た
り
し
て
い
た
。

今
は
旗
旒
信
号
で
通
信

す
る
事
は
無
い
が
、
昔
を

偲
ん
で
、｢

こ
こ
は
本
牧

の
鼻
だ｣

と
い
う
意
味
の

｢

Ａ
Ｈ
Ｈ
Ｗ｣

の
旗
を
常
時

掲
げ
て
い
る
。
こ
の
日
は

風
向
き
で
旗
は
見
に
く
か
っ

た
。
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神
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県
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浜
市
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区
新
山
下
二
丁
目
か
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二
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六
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本
牧
の
鼻)

の
旗

国際旗旒信号

テ
レ
ビ
で
動
画
を
見
た

方
も
多
い
と
思
う
。
米
国

ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
で
白
人
警

官
が
黒
人
フ
ロ
イ
ド
さ
ん

の
首
を
膝
で
圧
迫
殺
害
。

三
月
に
は
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー

州
で
容
疑
者
と
は
別
の
住

居
に
警
官
が
踏
み
込
み
寝

て
い
た
黒
人
女
性
を
射
殺
。

ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
で
ジ
ョ

ギ
ン
グ
中
の
黒
人
男
性
を

射
殺
し
た
白
人
親
子
は
75

日
後
に
や
っ
と
逮
捕
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
黒

人
の
人
権
に
は
言
及
せ
ず

抗
議
行
動
だ
け
問
題
に
す

る
。
全
米
で
怒
り
が
沸
騰

す
る
の
は
当
然
だ
ろ
う
。

日
本
人
の
人
権
も
考
え
よ

と
云
い
た
い
。
在
日
米
兵

は
治
外
法
権
の
あ
る
基
地

に
逃
げ
込
め
ば
日
本
の
警

察
は
手
出
し
で
き
な
い
。

人
種
差
別
に
問
題
が
発

し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
。

奴
隷
貿
易
の
精
算

問
題
の
根
本
は
奴
隷
制

度
。
英
国
ブ
リ
ス
ト
ル
で

は
奴
隷
商
人
像
が
川
に
投

げ
込
ま
れ
た
。
米
国
で
は

南
軍
の
リ
ー
将
軍
の
銅
像

が
撤
去
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。

日
本
で
の
奴
隷
制
度

｢

奴
隷｣

を
巡
る
問
題
は

日
本
に
も
あ
る
。

近
く
は
大
戦
中
の
性
奴

隷｢
慰
安
婦｣

、
鉱
山
等
で

の
強
制
労
働
が
あ
る
。

歴
史
を
遡
る
と
、
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
ザ
ビ
エ
ル
の
イ

エ
ズ
ス
会
。
宣
教
師
が
日

本
人
を
東
南
ア
ジ
ア
の
ポ

ル
ト
ガ
ル
植
民
地
に
奴
隷

と
し
て
売
っ
て
い
た
。

天
正
遣
欧
少
年
使
節
の

一
人
も
奴
隷
制
度
を
見
て

キ
リ
ス
ト
教
を
棄
教
。

銅
像
を
捨
て
て
も
差
別

意
識
が
残
っ
て
は
無
意
味
。

む
し
ろ
、
博
物
館
に
置
き

奴
隷
制
の
問
題
に
向
き
合

い
、
教
育
の
中
に
生
か
す

事
が
必
要
で
は
な
い
か
？

銅像 を倒 しただけでは・・・・

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？


